
82025.7 第77号9 2025.7 第77号

一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ りの し ろ 市 議 会 だ よ り

質
　
定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業
費
に
関
し
、

給
付
対
象
と
な
る
事
例
と
人
数
、
ま
た
給
付

の
時
期
及
び
支
給
方
法
は
。

答
　
扶
養
親
族
の
人
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
、
６
年
分
の
所
得
税
に
お
け
る
税
控
除
額

等
が
増
え
た
方
等
が
４
６
０
０
人
、
自
営
業

を
し
て
い
る
家
族
か
ら
給
与
が
支
払
わ
れ
て

い
る
等
の
ケ
ー
ス
の
う
ち
、
課
税
世
帯
の
世

帯
員
で
本
人
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
方
が
１
２

０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
国
か
ら
事
務
処
理
基
準
日
が
６
月

２
日
と
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

対
象
者
の
抽
出
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
６
月

中
に
関
係
書
類
を
発
送
し
、
最
初
の
支
払
い

を
７
月
中
に
行
い
た
い
。
対
象
者
の
う
ち
、

市
で
口
座
を
把
握
し
て
い
る
方
は
約
８
割
と

見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
方
々
へ
は
プ
ッ
シ
ュ

型
で
支
給
し
、
口
座
を
把
握
し
て
い
な
い
方

へ
は
、
振
込
口
座
の
確
認
後
に
支
給
し
た
い
。

質
　
一
般
管
理
費
の
補
正
内
容
は
。

答
　
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
、

内
閣
府
が
行
う
啓
発
事
業
の
舞
台
劇
公
演
に

応
募
し
た
と
こ
ろ
、
採
択
と
な
り
、
10
月
23

日
に
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
公
演
へ
の
市
内
中
学
生
の
参

加
に
当
た
り
、
送
迎
用
バ
ス
10
台
分
の
借
上

げ
料
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
　
二
ツ
井
町
庁
舎
空
気
調
和
設
備
改
修
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
契
約
金
額
の
内

訳
は
。

答
　
冷
温
水
発
生
機
及
び
空
調
機
器
設
備
が

約
２
億
８
０
０
０
万
円
、
配
管
設
備
が
約
９

７
０
０
万
円
、
自
動
制
御
設
備
が
約
７
７
０

０
万
円
、
現
在
設
置
し
て
い
る
機
器
、
配
管

等
の
撤
去
工
事
が
約
４
０
０
０
万
円
、
天
井

の
張
り
替
え
等
附
帯
建
築
工
事
が
約
４
８
０

０
万
円
、
そ
の
ほ
か
、
現
場
管
理
費
が
約
５

３
０
０
万
円
、
一
般
管
理
費
が
約
６
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
今
野
孝
嶺
）

各
委
員
会
・
分
科
会
で
の
主
な
審
査
概
要

各
委
員
会
・
分
科
会
で
の
主
な
審
査
概
要

総
務
企
画
委
員
会
・
分
科
会

質
　
障
が
い
福
祉
事
務
費
に
関
し
、
障
害
者

自
立
支
援
給
付
支
払
等
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
７
年
10
月
か
ら
始
ま
る
就
労
選
択
支
援

制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
市
が
使
用
す
る
シ

ス
テ
ム
を
改
修
す
る
費
用
で
あ
る
。

質
　
小
学
校
費
の
振
興
費
に
お
け
る
備
品
購

入
費
の
内
容
は
。

答
　
渟
城
西
小
学
校
、
渟
城
南
小
学
校
、
第

四
小
学
校
、
向
能
代
小
学
校
及
び
二
ツ
井
小

学
校
の
普
通
教
室
へ
電
子
黒
板
を
整
備
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
　
市
内
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
今
後
電

子
黒
板
の
設
置
を
見
込
ん
で
い
る
教
室
は
。

答
　
ま
ず
は
全
て
の
普
通
教
室
に
導
入
し
、

４
〜
５
年
程
度
で
理
科
室
等
の
特
別
教
室
に

も
導
入
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

質
　
檜
山
安
東
氏
城
館
跡
保
存
管
理
事
業
費

が
減
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

答
　
国
及
び
県
か
ら
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
７
年
４
月
に
交
付

決
定
が
あ
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
減
額
し
た

も
の
で
あ
る
。

質
　
体
育
施
設
費
に
お
け
る
修
繕
料
の
内
容

は
。

答
　
市
民
プ
ー
ル
の
軒
天
、
能
代
球
場
バ
ッ

ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
水
切
り
及
び
二
ツ
井
町
総

合
体
育
館
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
等
に
か
か
る
修

繕
で
、
い
ず
れ
も
緊
急
に
必
要
な
修
繕
料
で

あ
る
。

（
阿
部
　
誠
）

文
教
民
生
委
員
会
・
分
科
会

改修予定の二ツ井町庁舎

○
中
国
木
材
能
代
工
場
の
従
業
員
確
保

○
森
林
所
有
者
に
「
能
代
シ
ス
テ
ム
」
の
周
知
を

○
恋
文
コ
ン
テ
ス
ト
30
年
ま
ち
お
こ
し
に
活
用
を

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
65
歳
以
上
で
後
継
者
不
在
の
農
地

○
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
率
の
目
標
設
定

○
子
供
１
１
０
番
の
家
の
登
録
推
進

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
農
業
・
農
政
問
題

○
自
治
会
要
望
と
検
討
状
況

○
地
産
地
消
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

そ
の
他
の
質
問
事
項

介
護
保
険
事
業
に
補
聴
器
購
入
補
助
を

質
　
多
く
の
自
治
体
で
補
聴
器
購
入
へ
の
補
助
を
実
施
し
て

い
る
。
本
市
も
難
聴
高
齢
者
の
早
期
発
見
、
早
期
介
入
に
係

る
取
組
を
行
い
、
保
険
者
機
能
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
補

聴
器
購
入
補
助
の
実
現
を
で
き
な
い
か
。

答
　
市
で
は
今
年
度
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
の
認
知
症
早
期
対

応
体
制
整
備
促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
補
聴
器
購
入

補
助
は
、
同
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
結
果
や
参
加
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
保
険
者
機

能
強
化
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
補
助
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

文
化
会
館
等
に
貸
出
し
用
磁
気
ル
ー
プ
を

質
　
聞
こ
え
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
と
し
て
、
会
議

や
集
会
、
演
劇
な
ど
多
く
の
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
貸
出
し
用
磁
気
ル
ー
プ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
、
磁
気
ル
ー
プ
は
福
祉
課
窓
口
と
議
場
に
設
置
し

て
い
る
。
利
用
頻
度
が
非
常
に
低
い
こ
と
か
ら
新
た
に
貸
出

し
用
の
磁
気
ル
ー
プ
を
備
え
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

公
民
館
や
文
化
会
館
等
で
の
使
用
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、
既
存
の
機
器
に
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

能
代
河
畔
公
園
か
ら
能
代
公
園
へ
の
避
難
標
識

質
　
能
代
河
畔
公
園
か
ら
避
難
場
所
で
あ
る
能
代
公
園
ま
で

は
６
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
が
、
こ
の
避
難
経
路
の
要
所

要
所
に
標
識
に
従
っ
て
避
難
で
き
る
よ
う
、
避
難
方
向
を
示

す
避
難
誘
導
標
識
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
能
代
河
畔
公
園
に
設
置
し
て
い
る
標
識
に
は
、
例
と
し

て
最
短
の
避
難
経
路
を
示
し
て
い
る
が
、
必
ず
避
難
で
き
る

こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
は
経
路
は
限
定
せ
ず
、
避
難
す
る
場
所
や
方
向
を
示

し
て
い
る
。
有
事
に
備
え
、
複
数
の
避
難
経
路
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
の
で
、
今
年
度
導
入
予
定
の
防
災

ア
プ
リ
等
で
避
難
に
つ
い
て
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

質
　
児
童
生
徒
の
登
下
校
中
の
防
犯
対
策
は
、
地
域
と
連
携

し
て
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
が
、

地
域
住
民
の
目
だ
け
で
は
見
守
り
が
不
足
し
て
し
ま
う
。
通

学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
各
校
に
お
け
る
通
学
路
が
広
範
囲
に
及
び
、
全
て
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
市
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
今
後
も
各
校
か
ら
の
情
報
を
基
に
、
人
の
目
の

行
き
届
か
な
い
危
険
箇
所
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。
今
後
と

も
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
複
数
の
目
で
児
童
生

徒
を
見
守
り
、
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
い
く
。

二
ツ
井
公
民
館
講
堂
改
築
等
の
早
期
検
討
を

質
　
以
前
の
一
般
質
問
で
、
二
ツ
井
公
民
館
の
講
堂
に
関
し
、

施
設
統
合
や
改
築
等
を
検
討
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
４
つ
の

団
体
と
、
取
り
ま
と
め
る
二
ツ
井
町
芸
術
文
化
協
議
会
か
ら

の
要
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
二
ツ
井
公
民
館
の
講
堂
は
軀
体
全
体
が
傷
み
、
二
ツ
井

伝
承
ホ
ー
ル
及
び
二
ツ
井
公
民
館
二
ツ
井
分
館
は
耐
用
年
数

が
経
過
し
て
い
る
。
３
施
設
全
て
の
改
修
等
は
困
難
な
状
況

に
あ
る
が
、
各
施
設
で
機
能
が
重
複
す
る
部
分
を
集
約
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
な
維
持
管
理
が
行
え
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
か
か
る
経
費
等
を
勘
案
し
、
集
約
施
設
の
規
模
や
在
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

「
能
代
山
本
の
先
人
た
ち
」の
発
刊
に
協
力
を

質
　
地
元
新
聞
に
掲
載
の
特
集
「
能
代
山
本
の
先
人
た
ち
」

が
完
結
す
る
。
郷
土
の
意
義
あ
る
先
人
た
ち
を
掘
り
起
こ
し
、

子
弟
の
学
習
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
思
い
で
出
版
を
予
定
し

て
い
る
団
体
に
何
ら
か
の
協
力
が
で
き
な
い
か
。

答
　
特
集
の
連
載
が
図
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
市
民

か
ら
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
高
校
生
、
一

般
を
対
象
に
編
集
さ
れ
て
い
る
た
め
、
小
・
中
学
生
の
副
読

本
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
本
連
載
は
市
教

育
委
員
会
の
所
管
で
は
な
い
が
、
発
刊
さ
れ
た
折
に
は
、
図

書
館
で
取
り
扱
う
な
ど
、
市
民
に
広
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る

取
組
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党

希
望

希
望

菊
地

時
子

今
野

孝
嶺

菅
原

隆
文

市民プールの屋内プール

文教民生委員会の様子


